
Study these terms and add “machine learning expert” to your list of accomplishments. 

The Basics:
Artificial Intelligence (AI): The capability of a machine to imitate intelligent human behavior.

Applied AI (sometimes referred to as Vertical AI or Narrow AI): “Smart” systems that address a specific need, 
like trading stocks, or personalizing ads.

General AI (also known as Strong AI or Full AI): Systems or devices which can handle any task that a human 
being can. 

Machine Learning (ML): A subset of artificial intelligence that enables computers to learn without explicit 
programming.

Geeking Out:
Big Data: Extremely large information assets that require cost-effective, innovative forms of data processing 
to enhance insights into trends and behaviors, precise decision making, and process automation.

Deep Learning: A subset of ML that is inspired by the structure of the human brain and uses artificial neural 
networks to process data similar to the way neurons do in our brains. It involves feeding massive amounts of 
data through the neural network to “train” the system to accurately classify the data.

Natural Language Processing (NLP): A field focused on programming computers to process and understand 
human language. It enables computers to carry out tasks such as translation, sentiment analysis, and speech 
recognition.

Next Level:
Augmented Reality (AR): Digital information (like pictures and/or sound) overlaid on top of an image or 
integrated with an environment.

Virtual Reality (VR): The computer-generated simulation of a three-dimensional image or environment that 
can be interacted with in a seemingly real or physical way by a person using special electronic equipment.

Google-related:
Google Brain: Google’s deep learning artificial intelligence research project.

Waymo: Google’s self-driving car project.

Project Magenta: Google’s research project focused on using machine learning to create art and music.

機械学習の概要

さらに詳しい情報は、 機械学習に関するCriteoの資料をご覧ください。

機械学習はどのように機能するのですか？
機械学習はディープラーニングと呼ばれる最新のテクノロジーに支えられています。ディープラーニングは、人間の脳の
構造をヒントに開発された最新のテクノロジーで、神経細胞が脳内で働くのと同じように、人工ニューラルネットワーク
を使ってデータを処理することができます。また、ニューラルネットワークを通じて大量のデータを送り込み、システムを
「訓練」することで、データを正確に分類することもできます。ディープラーニングはスーパーコンピュータやビッグデー
タの台頭によって現実のものとなり、これにともなって機械学習の進歩も可能になったのです。

なぜそれほど重要なのでしょうか？
機械学習は現在、私たちが使用している多くのテクノロジーの背後で利用されています。たとえば、オンライン検索や自
然言語処理（AlexaやSiriのようなデジタルアシスタント）、さらにはマーケティングのパーソナライゼーションからNetflix
のおすすめの動画の提示に至るまで、他にも数多くの分野で利用されています。また、自動運転車のようなイノベーショ
ンの原動力ともなり、フルAIのロボット開発にも引き続き貢献していくことになります。テクノロジーの発展にともない、
今後も機械学習は私たちの生活にかつてないほど大きな影響を与えるようになるでしょう。

私たちの未来には何が待ち受けているのでしょうか？
日常業務や分析業務の多くが機械学習と自動化に置き換えられるようになり、人々は自分たちの役割を再定義しなけれ
ばならなくなるでしょう。これからの時代、人間は機械よりも優れている分野、つまり創造力、共感性、情熱などに自身の
あり方をフォーカスしていく必要があります。AIの発達のおかげで、私たちは大きなことを考えたり創造力を発揮したり
するための時間を、より多く持てるようになります。また、AIは癌や気候変動など、私たちが抱える重要な問題を解決する
上でも役立つものと期待されています。つまり結論からすると ―おそらく大丈夫。今よりも良くなるでしょう。

機械学習についてのEブックを読む時間がない方のために、内容を簡単にまとめ
たサマリー版をご用意しました。

機械学習とは何ですか？
機械学習（ML）は、明確なプログラミングなしにコンピュータが自動学習できるようにする人工知能（AI）技術の1分野で
す。作業の実行に必要な情報や知識のすべてを人間がコンピュータに教えなくても、機械学習では、コンピュータ自らが
データを使って学習し、「自ら理解」します。与えられるデータが多ければ多いほど、コンピュータは多くを学んで賢くな
り、時間とともに作業の精度や能力が向上します。

http://www.criteo.com/jp/wp-content/uploads/sites/6/2018/02/17_Machine-Learning_eBook_JP.pdf

